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T-1220は 富山化学綜合研究所で新 しく開発 され た

ABPCの 誘導体で,Pseudomonas, Proteus, Klebsiellaな

どに対 し,CBPCやSBPCよ りも強い抗菌力をもつとさ

れている1)。 われわれは本剤の産婦人科領域での臨床効

果を検討したので報告する。

I. 投 与 対 象

京都府立医大産婦人科ならびに国立舞鶴病院産婦人科

に入院 した28例 である。そのうち8例 は広汎子宮全剔術

後の尿路感染症で,11例 は単純性尿路感染症であ り,残

り9例 はその他の婦人性器感染症である。

II. 投 与量と投与方法

本剤を1回19,20%の ブ ドウ糖注射液20mlに 溶 解

して,1日2回 静脈注射を行な うか,1回2gな い し4

9を500mlの ブ ドウ糖液に溶解 し,約2時 間かけて1日

2回 点滴投与した。投与期間は原則として5日 間である

が,症 例により最高11日 間投与 した。また,他 剤 との併

用は行なっていない。

III. 効果判定と副作用のスクリーニンゲ

本剤投与により3日 以内に起炎菌が消失 し,臨 床症状

も著明に改善 し治癒に至ったものを著効G+),4日 以後

に改善 しその後治癒 したものを有効(+),4日 以上 過

ぎても改善の傾向が認め られないものを無効(-)と し

た。また全例に,投 与前,投 与中,投 与後の血液一般検

査(赤 沈, RBC, WBC, Hb, Ht,白 血球像),肝 機能(ALP,

LDH, ZTT, TTT, GOT, GPT),血 清蛋白,BUN,血 清 ク

レアチニン,尿 一般検査(蛋 白,糖 ウロビリノーゲン,

沈渣)を チヱヅクし,副 作用を検討した。

IV. 臨 床 成 績

骨盤腹膜炎などの婦人性器感染症での本剤 の効 果 を

Table 1に 示 した。9例 中3例 に著効6例 有効であ り,

無効例はなかった。 とくに,No.1, 3, 4, 8例 の ように

SBPC, CBPCに 感受性を持たない菌においても有効であ

った。Table 2は 単純性尿路感染症での本剤の効果を示

している。11例 中5例 著効,6例 有効とす ぐれた治療効

果をあげた。また婦人性器感染症におけ ると同様 に,

No.1, 3, 5, 11例 の ようにSBPC, CBPCに 感受性を示さな

い菌についても有効である例が認められた。Table 3は,

広汎子宮全剔術後の複雑性尿路感染症8例 に対する本剤

の効果をまとめた ものであるが,1例 のみ著効であった

が,そ の他はすべて無効ないし,い ったん尿中の菌の消

失をみたが,本 剤の投与中に再び菌の増加を認めたため

再発と判定 した。

V. 副 作 用

自覚的副作用としては,1g静 脈 注射例に胸内不快感

を訴えたものが1例 あったが,注 射速度をおそ くして投

与が続行可能であった。なお,投 与前の皮内テス トで陽

性と判定される例が多いと感 じたが,溶 解液を生理的食

塩水に変更 した後は,陽 性例は激減 した。また本剤投与

による過敏反応は認め られなかった。

臨床検査では,1回491日2回 点滴で,総 量36g投

与 例に1例,投 与前の好酸球9%が 投与後17%と 増加を

示したものがあったのみで,そ の他に各検査データに異

常変化を認めたものはなかった。

VI. 考 按

最近の感染症の傾向として,グ ラム陰性桿菌の増加 と

その耐性化が問題 となっているが2)3),本論文に示 した産

婦人科領域の症例においても起炎菌の大多数はグラム陰

性桿菌であった。T-1220は 骨盤腹膜炎や術創感染など

の症例や単純性尿路感染症においてす ぐれた治療成績を

示 した。また昭和一濃度ディスクでSBPCやCBPCに 感

受性陰性 と判定 された菌による感染でも全例有効または

著効を示 した。 これらの症例において1g静 注例でも有

効例が多 く,本剤の殺菌的な有効性が考えられた。一方

広汎子宮全剔術後の複雑性尿路感染症においては有効率

はあま りよくな く,症 例差による有効性の違いが認めら

れた。しかしこれらの複雑性尿路感染症は,本 剤投与の

前に,術 後の感染予防のためにかな りの量のセファロス

ポ リン系薬剤の投与を受けており,こ れらの薬剤に無効

なためT-1220に 変更されたものが大部分であるため,

交 叉耐性や菌交代による多剤抵抗菌による感染を考慮 し

なければならない4)5)6)。とくにこのように治療が遷延化

した例では尿路通過障害を伴ってお り,腎 機能障害の発
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現 も注意 しなければならないため,腎 毒性の少ない薬剤

による治療が望まれている。 このような観点で本剤によ

る複雑性尿路感染症の治療の可能性を検討 してみると,

とくにPsendomonasに よる感染例においても,1回2

91日2回 投与によって,い ったん菌の消失をみたこと

より,投 与法や投与量を検討すれば,本 剤の有効率をか

な り上昇させ うるのではないかと考えられた。

ま と め

T-1220は 婦人性器感染症や単純性尿路感染症 で,す

ぐれた治療成績を示 し,と くにCBPC, SBPCに 感受性陰

性例においても有効であった。一方,難 治性の複雑性尿

路感染症の治療に際 して,1日2回 投与法では有効率が

よくなく,感 染臓器での薬剤濃度を上げるとともに,濃

度の維持の必要性が示唆された。副作用 としては,投 与

時の軽度の胸内不快感1例,好 酸球増加1例 のみで,そ

の他にとくに異常を認めなかった。
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The clinical effect of a new derivative of aminobenzylpenicillin (T-1220) was ex-
amined in 9 cases of pelvic or wound infections, in 11 cases of simple urinary tract 
infections and 8 cases of complicated urinary tract infections after radical operation of 
uterine cancer. T-1220 was administrated intravenously twice a day at a daily dose 
of 2-8 g. T-1220 was effective in all cases of pelvic or wound infections and of simple 
urinary tract infections. However, in cases of complicated urinary tract infections, it 
appeared that it was necessary to maintain at higher concentration of T-1220 for more 
prolonged period since T-1220 was not so effective in these cases.


